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13 番。無所属。 

総務委員会。 

当選回数 5回 

 

議員さんこんにちは♪ ～NO.１２  木村信一議員

～ 

境町男女共同参画推進委員会  宇都木とし子さん 

 
Q : 議員になられた動機は？ 

A :  地域で「環境を守る会」

を立ち上げて活動していた。そ

の会に推されて平成 14年の補

欠選挙に立候補した。 

Q : 一般質問ではどのような事

を質問していますか？ 

A : 大雨などの冠水問題など。 

特に染谷川の改修や境警察辺りが心配だ。染谷川は

県の補助が必要だと思うが、U字講など、ごみ取り

や草刈りなどからやっていけば良いと思う。 

Q :「 環境を守る会」の活動状況は？ 

A :会は月 1回の定例会、地区割りで清掃するなど継

続しているがメンバーの高齢化、価値観・社会情勢

の変化などで維持は難しくなっている。不法投棄は

今もある。趣旨や意識を継承していく事は難しい。 

Q : 農家の後継者問題について伺います。 

A : 後継者不足で困っている人もいる。例えば給料制

にするなどシステムを変える事で収入が安定する。農

業が経済的にも魅力的になれば後継者が育つのでは。 

Q : 境町の若い人に期待することは？ 

A : まず境町に住んでいただきたい。子育て支援など

町も様々な施策を行っている。圏央道も出来て、都

心への通勤も便利になっている。商業施設も充実し

ているし、自然の魅力もあって住み良い町です。 

Q : 女性の活躍については？ 

A :女性議員が一人、は少ない。もっと増えるべき。

周りの人に勧めている。女性であれ、男性であれ、

家族を守ることが大事なのは同じ。女性が抱えてい

る問題は町の問題でもある。 

Q : 境町の若手議員に対して何かありますか？ 

A :議会でも 自分の考えをどんどん発言をして欲し

い。住民に町政を理解してもらう場でもある。傍聴

者が多いとやりがいも感じるはず。頑張って欲しい。 

 

 男女共同参画社会の実現を目指すために 

平成６年７月１日に境町男女共同参画推進委員会を設置。 

委員会は，各種団体等から選出された者・町民有識者・町民公募

者で構成され，講演会や学習会などを開催し，普及啓発に取り組

んでいます。 

 平成27年度の活動 

・さかい男女共同参画プラン（第３次）の策定委員 

・陶芸教室 ・茨城県副知事特別講演会 ・お茶カフェセミナー  

・映画「何を怖れる」上映会（さかい女性ネットと共催） 

（境町役場 人権・協働ハーモニー課） 

 

男女共同参画社会という言葉を、皆さん

は聞いたことがありますか？  

文字だけを見ると、カクカクした文字が

並び、かた～いイメージかもしれません。 

男女共同参画社会とは、男女が互いに尊

重し、家庭・地域・職場など、あらゆる分 

野で平等な立場に立ち、個性と能力を十分に発揮することのできる

社会を言います。 

境町には、そのような社会の浸透を目指して活動している【男女

共同参画推進委員会】という団体があります。この委員会で委員長

を務める宇都木とし子さんは先駆けとなった団体から数えると約

20年間所属しています。 

設立以来、講師を招いての講演会や勉強会を多く開催してきまし

た。ここ数年は、男女共同参画とはどのようなものか、楽しみなが

ら理解に繋がるイベントの開催も意識しながら取り組んでいます。 

宇都木さんが印象に残っている企画は、2年前に開催した《子育

てミーティング》。初めて若い人達を対象にした企画でした。境町

に長く住んでいる人達やあらゆる立場の人達が、何でも言い合える

雰囲気作りに努めること、互いに意見を受け入れ、修正していく柔

軟さを持つことの重要性を感じたそうです。 

最後に、女性へのメッセージを求めたところ「頑張っているお母

さん達を褒めたい」と宇都木さん。「頑張って！」という強い声掛

けではなく、日々頑張っているお母さん達に、気負わない言葉を皆

さんで掛けてほしいそうです。 

http://kinmokusei7.webnode.jp/
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  さかい女性ネットでは 

 

 

 

「境の史跡めぐり」を企画しました。約半日の

ミニツァーでしたが、貴重な史跡、工芸品を拝

見させていただくことができました。 
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い
つ
か
来
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老
い
行
く
母
へ
の
漠
然
と
し
て
い
た
思
い
が
現
実
と
な
っ
た 

歩
行
が
覚
束
な
く
な
る 

そ
こ
に
腰
と
足
の
痛
み
が
追
い
打
ち
を
か
け
て
責
め
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目
を
閉
じ
て
体
を
折
り
曲
げ
る
よ
う
に
ソ
フ
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ー
に
す
わ
り
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を
過
ご
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ま
ど
ろ
み
の
な
か
に
苦
痛
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ら
逃
れ
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
も
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え
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フ
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ー
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立
と
う
と
す
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自
力
で
は
で
き
ず
背
後
か
ら
腰
を
引
き
上
げ
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介
助
す
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杖
と
手
す
り
を
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よ
り
に
ト
イ
レ
に
向
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自
力
歩
行
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し
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き
添
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失
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し
ま
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き
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え
あ
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惜
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が
母
の
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に
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口
に
出
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ず
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え
て
い
る
よ
う
だ 

日
々
が
過
ぎ
る
う
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介
護
す
る
こ
ち
ら
の
気
持
ち
の
お
き
方
に
変
化
を
感
じ
る 

心
に
残
っ
て
い
る
あ
の
頃
の
母
と
今
の
あ
り
よ
う
と
の
乖
離
か
ら
目
を
逸
そ
う
と
す
る 

そ
れ
が
感
情
を
抑
え
て
な
め
ら
か
に
動
け
る
こ
と
だ
と 

選
択
肢
の
少
な
い
老
い
を
母
は
生
き
て
い
る 

 
 

 
 

 
 

 
 

      
 

 
 

 

神明・八幡の各社が合祀されています。 

菅原道真公は学問の神として古くから「子どもの守り神」として

慕われてきました。塚崎でも、子ども達が神社に集い、茶菓子の接

待を受け天神講を楽しむ風習がありました。 

１２０年余りを経て老朽化したお社を、今年８月 

２８日に地元の篠塚守夫さんが、棟梁の柿沼徳次 

さんの協力を得て新築、寄贈なさいました。 

この神様（幣束
へいそく

）のお引越しは人目に触れぬよう 

夜半に神主が執り行う厳かな神事です。 

篤志家の篠塚さんといえども目にすることはできなかったとか。 

当日は地元の人や子ども達が香取神社に集まり、賑やかに新築を

お祝いしました。                               

 

 

 

塚崎の香取神社境内に「菅原道真

公」を祭神とする天満宮がありま

す。明治３５年に菅原神社一千年祭

の折に建立しました。 

お社の中には、雷電・天神・稲荷・ 

 

塚崎の香取神社は、県の無形民俗文

化財に指定されている「塚崎の獅子

舞」も行われており、1１月１５日

の祭礼には七五三の子ども達もお参

りするなどして地元に密着し、愛さ

れている神社です。 

 

 

 
赤童子 

 

妙安寺（一の谷） 

吉祥院のご本尊は不動明王。

1343 年の建立から何度かの焼

失を経て、明治 41年に現在地

に。県指定の礼盤を拝見させ

ていただきました。境内には

塩地蔵などの石仏や江戸時代

の俳人、箱島阿誰の墓があり

ます。 

 

 
妙安寺は親鸞聖人の従弟であ

る成然房が 1232 年に開基。

町指定の阿弥陀如来木像の

他、三尊来迎仏、親鸞聖人御

木像、鹿島赤童子画など多数

の寺宝をお守りしています。 

当日は住職様の法話を拝聴

し、貴重な寺宝も拝見させて

いただきました。 

大変勉強になりました。 

西光寺（西泉田）蔵の関宿藩主久世

広之の書跡を拝見させていただきま

した。1672 年に久世広之が西光寺

を詣でた際、匂い桜と称する桜木を

観て書いたと伝わる詞書。 

「西ひかる 寺の桜は秋とても  

花もわすれぬ庭のよそほひ」 

 

古墳時代後期の横穴式石室。

明治４２年開墾の際に発見さ

れた。副葬品は東京国立博物

館に所蔵。 

 
八龍神塚古墳 

（金岡） 

 
礼盤 

 

吉祥院（新吉町） 

❤参加者１０人のミニツァーでした

が、境町の歴史に触れることができ

ました。「また計画して！」との声

も。快く協力して下さった各お寺

様、またアドバイスをいただいた中

村正己様、野村正昭様に感謝申し上

げます。 
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  イナガキ食品 

 

ごぞんじですか？ 

 長井戸西交差点にある赤い看板が印象的なスイーツ工房・イ

ナガキ食品。境町の数少ない洋菓子屋さんです。濃厚なチーズ

ケーキが美味しいと評判です。 

 プレーン、桜、抹茶、ブルーベリーなど自然素材を使用した

自慢の品。境町のふるさと納税の記念品として、また大手ショ

ッピングサイトで年間数万個を売り上げる超人気の商品です。 

「お客さまが第一。体に優しくて美味しいケーキを提供した

い、そのためにも着色料や保存剤は極力使いません。例えば、

自然の桜色というのは時間が経つと退色するので大変な事も多

いのですが…」そう語るオーナーの稲垣さんは３０年前に境町

金岡にてポップコーンの製造・販売を始めました。 

チーズケーキをつくりはじめたのは２０年ほど前。今や、境

町を代表するスイ―ツの逸品です。地元産の果物などを材料と

してもっと取りいれたいとのことですが、境町にはまだその供

給量が少ないそうです。境町の様々な分野の人たちの繋がりが

もっと太くなると地産地消の推進、観光地として魅力度アッ

プ、販路の拡大など…境町の未来も広がりますね。 

十勝産小麦粉 100パーセント使用したバームクーヘンはバタ

ーがたっぷり。ランキング 3位の美味しい一品です。 

そしてチョコレート味やオレンジピールなど豊富な味の揃った

スティックケーキなど・・ 

        の 

スイーツを召し上がれ♪ 

 

、 

「豊志（ ）」と読みます。 

店主金久保豊さんの想いを籠めた名のようですね。 

蕎麦職人から２７年間のサラリーマン生活を経て、

平成２５年６月、地元志鳥に開店しました。まるで隠

れ家の佇まいですが、店内は白い壁が明るく映えてお

蕎麦屋さんらしからぬ雰囲気です。 

『昔取った杵柄』のうえ、蕎麦好き店主としての強

いこだわりがあります。粉は「常陸秋そば」、出し汁

は「本がつお」のみを使用しています。少し甘さを抑

えた出汁はツウ好み。本当に蕎麦好きな方に食べて欲

しいと言います。 

店主のおすすめは「もりそば（600円）」と食感

を楽しむ「大根そば（750円）」。そして、生産者

から直接買いつけた舞茸を使った「舞茸天ざる（900

円）」です。  

もちろん蕎麦以外のメニューもあります。 

店主の趣味は矢沢永吉を聞きながらのドライブとの

こと。笑顔が素敵な店主です。 

今年の新・常陸秋そばは 

１１月末頃に味わえそうです。 

是非、「豊志」でご賞味ください。 
 

 

 

 

        

水平方向に近くなればなるほど厚くなっていきます。 

月の出、月の入りのように地平線（水平線）近くに月が

あるときは、月からの光が厚い大気の中を通過すること

になるので、赤い光だけが私達の目に届きます。そのた

め、月が赤っぽく見えるのです」 

と言うことは、明恵上人が月を見たのは、月の出か月の

入り？ 

隠遁生活を送っていた明恵ですが、時々は招かれて都

に出向くこともあったようです。 

月の出の頃に帰路についたのか、はたまた話に夢中で、

月の入り頃にいとまを告げたのか？ 

鎌倉時代と現代とでは大きく世の中も変わりましたが、

月は同じ。 

今宵、月を見上げてみませんか？ 

 

鎌倉時代の僧であり、月の歌人と

も呼ばれた明恵
みょうえ

上人
しょうにん

の歌です。 

何故、月が赤く見えるのか？ 

国立天文台 HP によると「地球をと

りまく大気の厚さは、どこでもほぼ

同じですが、地上から見ると、見る

方向によって厚さが違います。 
 

   

 

 

、 

 

 

        

 

あかあかや あかあかあかや  

あかあかや あかあかあかや  

あかあかや月 

   

  

  

ちょっとティータイム 

 

 

 

 
 蕎麦が無くなり次第終了。 

 

        

 

住所：境町志鳥 1032-1 
℡：0280-86-6181 
営業:11:00 - 14:30 
   17:00 - 20:00 
定休日：月曜日 
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世
の
中
に
は
、
私
よ
り
も
っ
と
苦
し
い

思
い
を
し
て
い
る
人
が
多
く
い
る
事
で
し

ょ
う
。
三
人
の
子
供
達
も
大
人
に
な
り
、

私
は
主
人
が
残
し
て
く
れ
た
大
き
な
家
を

守
り
、
母
な
き
あ
と
一
人
で
店
を
、
が
ん

ば
っ
て
続
け
て
い
ま
す
。 

 

  

 

 

 

投稿  上野とよ子さん 

父
は
私
が
生
ま
れ
る
二
ヵ
月
前
に
戦
死 

し
ま
し
た
。
母
は
父
の
弟
と
一
緒
に
な

り
、
父
は
自
分
の
子
ど
も
以
上
に
私
を
可

愛
が
っ
て
育
て
て
く
れ
ま
し
た
。 

十
八
歳
の
時
、
靖
国
神
社
の
境
町
戦
没

者
慰
霊
祭
に
行
き
母
と
参
拝
し
ま
し
た
。

そ
の
時
に
や
は
り
父
が
戦
死
し
て
参
拝
に

来
て
い
た
主
人
と
出
会
い
、
二
十
歳
で
結

婚
し
ま
し
た
。
主
人
の
母
と
四
人
家
族
で

農
業
と
小
さ
な
雑
貨
店
を
営
ん
で
い
ま
し

た
。
女
の
子
が
一
人
と
男
の
子 

二
人
が
さ
ず
か
り
ま
し
た
。 

 

  

 

 

 

（後記）  趣味は「読書」。気になる本は手帳にメモします。でも、この秋も小説の１冊

も読破できませんでした。ページをめくると睡魔が…。そんな方も多いかもしれませんね。 

「きんもくせい」12 号はいかがでしょうか？ 選りすぐりの情報を読みやすくお届けしま

したよ♪ え？ 活字中毒さんにはつまらなさ過ぎて眠くなる？ うーん。ならば・・切望

します！ 皆さんからの情報とご意見、そしてお仲間。よろしくお願いします。 

グランマのつぶやき  
            過日、スーパーでレジに並んだ。 

その時なぜか財布の中から小銭が落ちてしまい、慌てて拾う私に、

「ほらここにもあるよ。おばあちゃん！」と男性が言うではないか。 

「ありがとう」と何気なく言って 1円玉を拾ったものの、はて確か

に（おばあちゃんといったな？）とにんまり。後で夫に確かめると

「言ってたみたい」。う～ん、結構若作りと思ったけど。髪も染めた

ばかりだし、最近買ったはやりの色のＴシャツのアンサンブルを着て

いたし。もはやそんなことをしても体形は隠せないのか？！ 

若かったころ、先輩の女性たちは孫に絶対に「おばあちゃん」と言

わせないで名前を呼んでもらうんだ、と張り切っていたけど、彼女た

ちはどう対処したのだろう。 

いまさら腹を立てるようなことでもないけど、結局こういう不愉快

さのことなのよね。 

なにせいくつになっても本人は年取ったと思っていないんだから、

赤の他人のおじさんだかお兄さんだか知らない人に言われたくないっ

てことよ！私はあんたのおばあちゃんじゃないよってね！せめておば

さんとか奥さんとかぐらいにとどめてほしかったね！ 

家に帰って、家族みんなに言って大笑いだったけど（ ＾ω＾）・・・ 

孫も抱いていない私の初おばあちゃん体験でした。（Ｋ） 

 

そ
れ
も
つ
か
の
ま
、
お
祖
母
さ
ん
が
亡
く

な
り
、
三
年
後
に
母
が
亡
く
な
り
、
更
に 

一
年
半
後
に
は
ト
レ
ー
ラ
ー
で
パ
イ
ル
を
運

ん
で
い
た
主
人
が
仕
事
中
の
事
故
で
亡
く
な

っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。 

「
い
つ
も
主
人
や
母
が
支
え
て
く
れ
た
…

子
供
３
人
と
生
き
て
い
け
な
い
。
」 

   

昭
和
五
十
年
十
二
月
、
三
十
一
歳
の
時
、
自

分
の
不
注
意
か
ら
手
首
を
切
断
し
て
し
ま
い
ま

し
た
。
子
供
は
ま
だ
小
さ
か
っ
た
の
で
左
手
に

慣
れ
る
ま
で
の
一
年
間
は
家
事
と
子
ど
も
の
世

話
、
泣
き
な
が
ら
必
死
で
生
き
て
き
ま
し
た
。 

「
主
人
が
そ
ば
に
い
て
く
れ
る
。
両
手
が
あ

る
時
よ
り
も
多
く
の
事
を
や
っ
て
あ
げ
た
い
」 

二
年
後
に
は
女
物
の
カ
ツ
ラ
の
セ
ー
ル
ス
を

始
め
て
五
年
間
、
頑
張
り
ま
し
た
。 

 

 

 

 

二
ヵ
月
く
ら
い
は
何
も
手
に
つ
か
ず
、
泣

い
て
ば
か
り
い
ま
し
た
。
神
経
的
に
疲
れ
て

し
ま
い
、
入
退
院
を
繰
り
返
し
ま
し
た
。 

私
が
暗
く
沈
ん
で
い
る
と
子
供
達
が
ダ
メ

に
な
っ
て
し
ま
い
ま
す
。 

大
好
き
な
カ
ラ
オ
ケ
も
一
年
近
く
唄
う
こ

と
が
な
く
な
り
ま
し
た
。
長
男
に
、
「
送
っ

て
行
っ
て
や
る
か
ら
、
飲
ん
で
唄
っ
て
こ
い

よ
」
と
言
わ
れ
た
の
を
機
に
唄
え
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
四
年
経
っ
た
今
で
は
体
も
丈

夫
に
な
り
、
明
る
く
、
心
か
ら
カ
ラ
オ
ケ
を

楽
し
め
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。 

 

下
の
子
が
四
歳
の
時
、
主
人
は
運
送
会
社

に
、
私
も
近
く
の
鉄
工
所
に
働
き
に
出
ま
し

た
。
農
業
も
出
社
前
と
帰
宅
後
に
働
き
、
家
を

新
築
し
た
い
と
二
人
で
が
ん
ば
り
ま
し
た
。 

 

  

 

 

 

 

 

 

議 会 傍 聴 し ま し ょ う♪ 

境町議会 28年第４回定例会 

詳しい日程は議会事務局へ 

お問い合わせください。 

電話: 0280-81-1300 

俳 
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中
村
正
己
さ
ん 


